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１．はじめに

近年、都市部を中心にビオトープを創出する事例が増えているが、生物の定着過程や設計手法には不明な点も多

い。本研究では、これら事象の把握・評価のための実証試験施設として㈱フジタ技術センターに造成したビオト

ープについて、計画・設計に関して紹介するとともに、モニタリングにより得られた結果を基に考察する。なお、

この度は既存樹林地内に水域を形成したのみで積極的に植栽を施さない条件下のデータである。

２．周辺の環境とビオトープの概要

2.1 対象地周辺の状況

当ビオトープは、神奈川県厚木市小野緑地に隣接す

る造成地（同市小野宝蔵山，標高 60m，三次メッシ

ュ：53391225）の一角に位置し、1999 年 6 月に造

成を完了したものである。潜在自然植生は、人為的

影響が強く立地が貧化している関東ローム台地上の

ためシラカシ群集が発達すると考えられる１）。一方、

隣接する丘陵尾根の現存植生はその代償植生である

クヌギ－コナラ群集で、主構成樹林はコナラである。

動物相は、同市では豊かとされ本地点より北方約

3km の荻野地区周辺の 1996 年調査報告によると、

例えば水域を生息環境とするトンボ目では、県内の

約 78％相当の９科 47 種が記録されている２）。

2.2 ビオトープの概要

当該施設は東西方向に延長約 60ｍ、南北に幅 10～

18ｍ、面積約 910 ㎡の施設である。全景を写真１に

示す。また、図１に示すようにシステム的には雨水

を水源とし、流水域は水中ポンプにより約 2ｌ/s の流

量を循環している。ここでは、図２に示すとおり、

水の有無や日射量の観点から 1m メッシュで３次元

的なカテゴリー分けを行っている。主たる構成要素

は、止水域およびその周辺のエコトーン、流水域、

植栽部、草地であり、それぞれの占有面積は、4.3％、

13.6％、2.0％、58.7％、21.4％である。なお、止水

域は最大水深 1m、貯水量は約 20m 3である。

３．調査結果

3.1 物理諸量

温度サーミスタ、高分子抵抗変化型湿度センサによ
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図１ システム概要図

図２ 物理条件による平面２次元のカテゴリー分け
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り各地点の水温および温湿度を計測した結果、図３および図４に示すとおり、止水域の水温は夏期の日中に顕著

な成層が確認され、平均は表層から順に 28.5℃、25.7℃、25.0℃と 50cm 以下の温度変化は少ない。温湿度は、

樹木により日射が比較的少ない植栽部および流水域と他の２地点でやや差異が見られた。止水域・流水域・植栽

部・草地の平均はそれぞれ 27.4℃ 88.0％、26.4℃ 90.2％、26.5℃ 90.4％、27.3℃ 84.8％であった。

3.2 生物調査

動物に関する調査について、この度は止水域を

中心に、口幅 30cm、目合い 1mm のナイロン製

たも網による水生生物の定性採取、並びにエコ

トーンにおける昆虫類の定性調査を 1999 年６

月以降、月約一回の頻度で５回実施した。出現

種を表 1 に示す。調査では飛来を由来とする７

科 10 種が確認され、内訳は吸水による２種、水

生種が８種であった。植生調査は、エコトーン

は同年 7～11 月の毎月計 5 回、その他は 8～11

月の 4 回実施し、地点別に植物種、被度を調べ

た。表 2 より、確認された種数はエコトーン、

植栽部、草地でそれぞれ 10 種、56 種、25 種と

なった。エコトーンでは導入種由来、植栽部で

は隣接丘陵地由来の実生も認められた。草地はｼ

ﾛﾂﾒｸｻ散布の影響が残り被度が高い。

４．考察

動物調査は範囲・生物種を限定したものであ

るが、移動能力の高い飛翔性生物が早期に定着

した。止水域に一般的に見られるｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞやﾏﾕ

ﾀﾃｱﾏﾈに加え、特に流水域の指標生物であるｵﾆﾔ

ﾝﾏ、および県央部では発見例の稀なﾔﾌﾞﾔﾝﾏが確

認され自然回復傾向が認められた。一方、植生

はカテゴリー別に草本層の差異が確認されたが、

エコトーンは自然発生ではなく、植栽部は隣地

からの移入により種数は比較的多いが人為的影

響もあり被度が 30％にとどまった。草地は導入

種の影響を残すなど、解析には今後の継続調査

を必要とする結果となった。また、物理諸量と

の相関性についても、水温以外は地点別の差異

が明確とは言えず指標化は困難である。測定方

法や項目の追加など今後の課題となった。
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図 3　止水域における水深別水温変化

図 4　カテゴリー別温湿度変化

表 1　止水域出現種（昆虫類）

地点名 種数 種名

エコトーン 2 ｷﾁｮｳ、ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ

止水域 10 ｶﾞﾑｼ科 sp、ﾐｽﾞﾑｼ sp、ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ、

ﾐﾙﾝﾔﾝﾏ、ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ、ｵｵｷｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ、ﾘｽｱｶﾈ、ｳｽﾊﾞｷﾄﾝﾎﾞ、ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ

流水域 1 ｵﾆﾔﾝﾏ

表 2　植生調査結果（草本層比較）

地点名 全種数 草本種数 草本被度 主な植物種

ﾖｼ*、ｶﾞﾏ*、ｺｶﾞﾏ*

エコトーン 10 10 － ﾋﾒｶﾞﾏ*、ｺﾒﾋｼﾊﾞ、ｹｲﾇﾋﾞｴ

ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ、ﾇｶｷﾋﾞ

ﾁｬｶﾞﾔﾂﾘ、ﾋﾒｸｸﾞ

ｺｱｾﾞｶﾞﾔﾂﾘ、ﾋﾃﾞﾘｺ

ｱﾒﾘｶｾﾝﾀﾞﾝｸﾞｻ、ﾊｷﾀﾞﾒｷﾞｸ

ﾇｶｷﾋﾞ、ﾁﾁﾞﾐｻﾞｻ

植栽部 56 50 30％ ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ、ｷﾝｴﾉｺﾛ

ｺﾅﾗ、ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ

ﾂﾙﾏﾒ、ｺﾌﾞﾅﾌｻ、ｼﾛﾂﾒｸｻ*

草地 25 21 90％ ﾔﾊｽﾞｿｳ、ｷﾝｴﾉｺﾛ、ｽｽｷ

ｱｷﾉｴﾉｺﾛｸﾞｻ

＊導入種
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